
116種、269本の木を観察しながら歩くことができます。
マップ上の木にはすべて解説付きの樹名板がついています。



エゴノキ（斉墩果）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5～6月に白い星形の花が、
下向きに咲きます。実の皮
に毒があり、えぐみがある
ことからこの名がついたと
言われています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３月ごろ、葉より先に花が
咲きます。花びらは細長く
黄色、その後ろに赤いがく
が見えます。「まんず咲く」
が名の由来ともいわれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3月末～４月はじめの、葉
と同時に花が咲きます。ど
の木も同じのソメイヨシノ
とは違い、木によって個性
が楽しめます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５月～６月にチューリップ
に似た花が咲きます。葉の
形から「ハンテンボク」の
別名もあります。北アメリ
カから来た木です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中国から来たカエデの仲間
です。あひるの足のように
先が三つになった葉は、秋
には赤～黄に美しく色づき
ます。

マンサク（満作）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヤマザクラ（山桜）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ユリノキ（百合の木）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 トウカエデ（唐楓）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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ソシンロウバイ（素心蝋梅）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12～2月、良い香りの黄色
い花が咲きます。つやのあ
る花びらが蝋細工のような
ので、この名がつきました。
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